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２月９日

○本格的な海氷シーズンの始まりに備えて

DVMP（極東汽船）社は、ロシア極東海域で多くの海氷が発生していることに鑑み、大型タンカー１隻に対して２隻ずつの砕氷船を出動させる決定を下した。またサハリン東部のオホーツク海も氷に覆われ、アニヴァ湾では結氷が進んでいる模様。

○道銀とサハリン州との協力文書

北海道銀行とサハリン州政府は、相互協力に関する協定文書を締結した。調印式には道銀の堰八頭取とサハリン州のホロシャーヴィン知事が参加した。この中でホロシャーヴィン知事は、「我々は北海道との間に社会経済部門での互恵的な協力を進めることを望んでいる」と語った。
○治安維持部隊は北カフカースに向かう

サハリン州内務局の治安維持部隊が、６か月間の北カフカース出張に出発した。チェチェンやダゲスタンなどの北カフカース地方は現在も治安が悪く、サハリンからも定期的に応援部隊が派遣されている。サハリン内務局のキリロフ局長代理は部隊を空港まで見送り、隊員たちを激励した。

２月１１日

○戦没者墓地の整備計画

スミルヌィフ地区では、ソ連軍将兵の墓地を整備する計画が立てられている。同地区はかつての日ソ国境（北緯５０度線）地帯にあたり、第２次世界大戦最末期に両軍合わせて２５００人の戦死者を出す激戦地となった。

今年２０１０年は第２次世界大戦終結から６５周年にあたっており、最後の戦いの舞台となったサハリンでも様々な記念行事が予定されている。

２月１２日

○１月の間に１２件の汚職事件が摘発

サハリン州検察当局は、今年１月に１２件の汚職事件が摘発されたことを明らかにした。このうち９件はユジノサハリンスクで起きた事件で、その他はドリンスク、コルサコフ、ネヴェリスクで１件ずつ発生している。一方、１月には収賄事件は１件も確認されていない。

　

２月１３日

○旧正月を祝った朝鮮系住民

ユジノサハリンスクの朝鮮文化センターで、旧暦の正月を祝う盛大な祝賀行事が開催された。会場には年配者を中心として１００人を超える朝鮮系住民が集まり、旧正月を迎えた。また州政府のコルジョヴァ内政顧問も出席し、ホロシャーヴィン知事からの祝辞を伝えた。

２月１４日

○マースレニツァで冬にお別れ

冬を送り春を迎えるロシアの伝統的な行事「マースレニツァ」の最終日が、サハリンでも各地で祝われた。人々はこの日、古いしきたりに従って様々な遊戯を楽しんだ後、冬の象徴であるわら人形を焼き捨てて春を迎える準備を行った。マースレニツァに続いては７週間に及ぶ精進の期間があり、その後でいよいよ復活大祭を迎えることになる。

２月１５日

○サハリンは総主教を迎える

ロシア正教会の首長であるモスクワ及び全ルーシの総主教キリルが、今年９月にサハリンを訪問することが明らかになった。キリルのサハリン滞在日程は９月２３日から２７日までで、それに先立つ２０日から２３日にはカムチャッカ訪問も予定されている。

